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京王プラザホテルでの客室ターミナルの使用例

ディジタルVOD(VideoonDemand)システムの構成
映像･書声のディジタル化技術,コンピュータ,通信技術の融合によって多チャネル配信制御と高速データ通信が実現し,ホテル宿泊客にと

って使い勝手のよいビデオ
オン デマンド サービスが可能となった｡

近年の映像･音声のディジタル化や,コンピュータ,

過信技術の急速な発展を背景として,マルチメディアサ

ービスに対するニーズが各方面でi缶まりつつある｡中で

もVOD(VideoonDemand)は,見たいときに,見たい番

劇1を最初から楽しめるサービスとして,本格的な普及の

兆しが見え始めている｡

そのためH立製作所は,ディジタルビデオサーバを用

いた｢ホテル向けディジタルVODシステム+を開発し,

その第1号機を京王プラザホテルに,第2号機をパレス

ホテルにそれぞれ納入Lた｡

このシステムは,(1)番組ハイライトシーンのプレビュ

一機能,(2)視聴をいったん中断しても,あとで再度その

部分から視聴できる継続視聴機能,(3)早送り･巻き戻し

巾年など,ディジタルVODならではの機能を持ってお

り,この機能によって宿泊客にとっての利便性を向上さ

せた｡また,リモートコントロール操作による客室から

の番組リクエスト信号を,高速かつ高信頼にサーバ側に

伝送するため,｢ランダムコール方式+と呼ぶ,新たなデ

ータ通信方式を開発した｡

今後はホテル向けにとどまらず,ビジネスや数台など

へ,このシステムの適用範囲を広げていく考えである｡
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1.はじめに

ホテルでの現行の有料番組サービスは,ビデオデッキ

などからの映像ソースによって一定の放送スケジュール

に従って番組が放送されている｡このため,宿泊客が番

組の初めから見ようとすると,通常,その番組の長さに

応じた待ち時間が発生する｡VOD(VideoonDemand)は

この問題を解決する新しいサービスであり,宿泊客はリ

モコン(リモートコントローラ)を用いて番組をリクエス

トすることにより,見たいときに,見たい番組を最初か

ら楽しむことができる1)｡

ここでは,日立製作所がホテル向けに開発した｢ディ

ジタルVODシステム+の特徴,構成,およびこのシステ

ム用に新たに開発した高速通信方式について述べる｡

2.システム開発のねらい

次の点を必須条件としてシステムの開発を行った2)｡

(1)利用者の国籍や年齢を問わず,使いやすいシステム

であること｡特にリモコンはキーの数を極力少なくし,

また,番組のメニューは日･英の表示ができること

(2)番組のリクエストから再生開始までの応答が速いこ

放送センター側
VHF/UHF

BS/CS ⊂華

vTR/LDなど匡璽G重要∋

放送

受信機

アナログ系
ソース

と(ストレスを感じさせないために3秒以内を目標)

(3)プレビュー機能:番組のノ､イライトシーン(30秒か

ら1分程度)の視聴が可能なこと

(4)継続視聴機能:番組の途中でいったん視聴を中断

し,例えばニュース番組などを見たあとに,中断した部

分から再び視聴できること

(5)早送り･巻き戻し再生機能:任意の場面を繰り返し

て視聴できること

(6)有料映画番組だけでなく,ホテルのレストランや施

設案内などのガイドもVODで提供できること

3.システムの構成

ディジタルVODシステムの構成例を区=に示す｡

3.1 ビデオサーバ

ビデオサーバの主な仕様を表1に示す｡ビデオサーバ

は,(1)世界標準規格であるMPEG方式に基づいてエンコ

ード(符号化)された映像･音声データを蓄積するディス

クアレ一部,(2)サーバに対するコマンド(命令)の制御や

出力チャネルの管理を行うサーバ制御コンピュータ部,

(3)MPEGデコーダ部で構成する｡

ディスクアレ一部は,1台当たり9Gバイトの容量を
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図1 ディジタルVODシステムの構成例

客室からのリクエストはFSKモデムを介してシステム管理コンピュータに送信され,さらにサーバに伝送される｡
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表1 ビデオサーバの主な仕様

システム規模に応じて出力チャネル数や蓄積容量が設定できる｡

また,MPEGlやMPEGZの両方式に対応しており,両方式の混在も可

能である｡

項 目 仕 様

映像信号圧縮方式 MPEGl,MPEG2

音声信号圧縮方式 MPEGい2チャネルステレオ

出力チャネル数 32チャネル(MPEGり,16チャネル(MPEG2)

映像信号出力形式 アナログNTSC(R引70A準拠)

蓄積メディア ディスクアレー(RA旧一5)

蓄積容量 約200Gバイト(MPEG2で約80h)

外形寸法(サーバ本体) EtA規格標準ラック(高さ180cm)

注:略語説明 RAID-5(RedundantArrayoflndependentDiscs-5)

持つノ､-ドディスク7台で構成している｡蓄積データに

冗長度を持たせることで,7台のうちいずれか1台のハ

ードディスクに故障が生じても,残りの6台で運用が可

能なRAID-5構成としている｡実効容量は54Gバイトで

あり,約40時間の動画蓄積容量を持っている(MPEGl,

3Mビット/sで使用した場合)｡

サーバ制御コンピュータでは,サーバ本体の使用状況

を常時把握し,客室からのリクエストに対応したコマン

ド制御(プレビュー,再生,停止,早送り,巻き戻し),

送出チャネルの割りふり,および継続視聴機能を実現す

るための再生時間の管理を行う｡

MPEGデコーダ部では,MPEGlまたはMPEG2のいず

れの方式にも対応でき,ディジタル圧縮された映像･音

声信号を伸長して,元のアナログ信号に変換する｡

3.2 システム管理コンピュータ

システム管羊里コンピュータは以下の四つの機能を持つ｡

(1)客室からの番組リクエスト受信と課金管理

各客室から送られてくる番組のリクエストを受信し,

その信号をサーバ側に転送する｡また,客室ごとの視聴

料金の課金処理･管理を行うとともに,課金情報を日単

位,月単位で集計し,統計情報として管理する｡

(2)ホテル内ホストコンピュータとの通信

ホストコンピュータから客室情報を受信し,客室のス

テータス管理(チェックイン･アウト,日本人･外国人登

録など)とともに,ホストコンピュータに対して課金情報

の送信を行う｡また,ホストコンピュータから送られて

くる各客室の会計情報用のデータを客室端末に伝送

する｡

(3)番組の放送時間制御･管理

有料番組やホテル案内番組などの放送時間の制御と管

理を行う｡有料番組については,番組情報(タイトル,再

生時間,通常番組など)の管理を行う｡

(4)客室端末の制御･管理

各客室に設置されている客室端末の定期的な動作チェ

ック(通信試験)の実施,番組メニューやメッセージ情報

の送信など,客室端末の制御･管理を行う｡

3.3 ヘッドエンド部

ヘッドエンド部は,以下の各機器で構成している｡

(1)テレビ変調器:サーバとビデオデッキからの出力信

号を高周波信号に変換する｡

(2)FSKモデム:客室端末とシステム管理コンピュー

タとの間のデータ通信用

(3)上記(1),(2)の各出力信号を混合して各客室と送受信

を行う双方向分波混合器

3.4 客室用受信端末

客室用受信端末とリモコンの外観を図2に示す｡

リモコンでは,キーの数を最少にとどめ,テレビ画面

上のメニューに従って操作するだけで,初めての人でも

簡単に使いこなせるものとした｡端末内部には約100枚の

メニュー画面(1画面当たり横24文字,縦11行)が収納で

き,JIS第2水準までの漢字が表示できる｡番組のメニュ

ー両面だけでなく,センター側から送られてくるウエル

カムメッセージや客室ごとの会計情報を受信し,テレビ

画面上に表示することができる｡

4.ランダムコール方式の採用

ホテル内の有料放送システムで従来用いられているボ

ンネ

;㌢ン･デマンド

夢
川 E!すSLISb

図2 客室受信用端末``BK-1050C”と専用リモコン(ワイド

テレビ上に端末を設置した例で,画面はメインメニューの例)

端末は,550MHzの広帯域受信,高速データ通信,約100枚のメニ

ュー画面などの特徴を持つ｡またリモコンでは,キーの数を最少に
とどめ,使いやすさを追求した｡
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ーリング方式とは,センター側のシステム管理コンピュ

ータが,各客室端末に対して順番にリクエスト信号の有

無を問い合わせる方式である｡例えば,600室のホテルで

1室当たりのポーリング通信に20msかかるものと仮定

すると,客室からセンター側にリクエストが到着するま

での時間は最長で12秒である｡応答速度を高速化しよう

とすると,600室を数系統に分割し,1系統当たりの客室

端末数を減らすことが必要であり,さらに,各系統に対

応した通信専用の複数のコンピュータが必要となる｡

今回開発した｢ランダムコール方式+は,宿泊客のリ

モコン操作に従って,客室端末が自発的にリクエスト信

号を送信する方式である｡これにより,宿泊客の要求を

高速にセンター側に送信することが可能となる｡

また,このランダムコール方式では,図3に示すよう

な送信手順を用いている｡

システム管理コンピュータは,客室端末から送信され

たリクエスト信号を受けると,その端末に対して受信確

認信号を返信する｡ここでリクエスト信号の送受信は完

了する｡しかし,このときに複数の端末からリクエスト

信号がほぼ同時に送信されると,信号どうしの衝突が発

生し,センター側では正常な信号を受信することができ

ない｡この場合,センター側から受信確認信号を端末側

に返信させず,客室端末がリクエスト信号の再送信を自

動的に行うこととした｡ランダムコール方式では,再送

信を行う時間的な間隔を端末固有の識別番号に基づく乱

数を用いて決定しており,いったん衝突が起こったとし

ても,同じ相手との衝突を再度回避することができる｡

なお,ランダムコールという名称は,上述したように,

再送信時に乱数を用いることに由来している｡

この方式により,宿泊客がVOD番組の再生を要求して

から実際に番組の再生が開始されるまでの時間は約1.6

秒となり,応答時間に対する3秒以内という目標値を達

成することができた｡

5.おわりに

ここでは,日立製作所が開発した｢ホテル宿泊者のニ

ーズにこたえるディジタルVODシステム+について述

べた｡

このシステムは,今後,ホテル向けにとどまらず,ビ

ジネスや教育,さらには公共のサービスシステムなどへ,

その適用範囲を広げていく考えである｡

終わりに,このシステムの開発にあたり,株式会社東

洋コミュニケイションズ,および納入先ホテルの関係各
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コンピュータ

(センター側)

客室端末1

客室端末2

客室端末1への 客室端末2への
受信確認信号 受信確認信号

再送信 再送信

図3 ランダムコール方式の通信手順

複数の客室端末からの信号がいったん衝突しても,ランダムな間

隔で再送信することによって再衝突を回避することができる｡

位から,また,サーバ制御方式については住友商事株式

会社殿から多大なご指導とご協力をいただいた｡ここに

深く感謝する次第である｡
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